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三重河川国道事務所
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中村川での河道整備の実施

2

三重河川国道事務所
 中村川では、現在までに近鉄特構事業や黒田頭首工改築、中村川下流区間の掘削・護岸整備事業を実施し、着実に流下
能力の向上を図っている。

 今後は、近鉄線橋梁より上流を対象に、河道掘削・低水護岸整備・横断工作物改築等の整備について、関係機関と調整
を図りながら、検討・整備を実施する。

取組内容
⃝近鉄線上流を中心に、河道掘削・低水護岸整備
を進める。流下能力上のネックとなっているJR
名松線周辺は、横断工作物が密集しているため、
合理的かつ低コストな改築方法を検討し、一体
的に整備する。

⃝その後、3kより上流は、河道掘削・護岸整備及
び、三郷井頭首工改築等の整備を進めていく。
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波瀬川及び雲出川での河道整備の実施
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三重河川国道事務所
 波瀬川では、流下能力が不足している2k付近（近鉄線付近）～3.0k付近にかけて河道掘削を実施する。
取組内容

⃝整備計画目標洪水に対して、流下能力が不足す
る2k～3k付近を対象に、河道掘削を実施し、計
画高水位以下で流下できるようにする。

 合流先の雲出川では、河道内の水位低下対策として、8k～9k付近の高水敷掘削や堤防整備、小堤撤去を実施する。

取組内容
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⃝ R4年度までに、雲出川下流区間の整備が概成
し、8k～9kでの高水敷掘削に着手している段
階である。

⃝今後は、高水敷掘削や堤防整備を更に進めると
もに、10k～11k付近の小堤撤去も実施する。
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雲出川での無堤部対策の実施
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三重河川国道事務所
 雲出川の中流部に位置する4箇所の無堤部（牧・小戸木・赤川・其村地区）では、今後、上下流バランスに留意しなが
ら、段階的に無堤部対策を実施することとし、左岸側（牧・小戸木地区）では計画遊水地整備を、右岸側（赤川・其村
地区）では暫定堤及び水門（樋門）整備を進めていく。

取組内容

完成堤

暫定堤整備 赤川地区

▼現況無堤部敷高

現況

▼河道整備流量流下時
▼計画高水のピーク流量流下時

雲出川

小戸木地区
（遊水地整備） 牧地区

（遊水地整備）

波瀬川
赤川地区

⃝赤川地区では、三重県の赤川整備と調整を図りながら、段階的に暫定堤整備及び水門
（樋門）整備を実施し、整備目標洪水に対して家屋浸水の解消を図る。

⃝其村地区では、段階的に暫定堤・樋門整備を実施し、整備目標洪水に対して家屋浸水
の解消を図る。

其村地区

赤川地区

整備箇所

＜赤川・其村地区での暫定堤整備効果イメージ＞
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暫定堤・
水門（樋門）整備

小戸木地区

牧地区

中村川

赤川

暫定堤・
樋門整備

9.0k10.0k11.0k

赤川



津地方気象台
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降水予測の精度を改善します ～数値予報モデルの改良、線状降水帯予測ｽｰﾊﾟｰｺﾝﾋﾟｭｰﾀの稼働～

• 数値予報モデルの改良や観測の強化を行うことで、台風や前線に伴う降水の予測精度
の向上を達成。また、線状降水帯予測の精度向上に向けて、スーパーコンピュータ「富
岳」の技術を活用した線状降水帯予測スーパーコンピュータを稼働開始しています。

線状降水帯予測スーパーコンピュータ

改良の効果

改良の効果
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顕著な大雨に関する気象情報を、より早く、提供します 令和５年
5月25日から運用

・令和3年度から「顕著な大雨に関する気象情報」を用いて、線状降水帯発生のお知らせ
をしていました。この情報は、発表基準を実況で満たした場合に発表することとなっておりま
したが、今年度より、線状降水帯による大雨の危機感を少しでも早く伝えるため、予測技
術を活用し、最大30分程度前倒しして発表することになりました。

「明るいうちから早めの避難」 ･･･ 段階的に対象地域を狭めていく

「迫りくる危険から直ちに避難」 ･･･ 段階的に予測時間を延ばしていく
※具体的な情報発信のあり方や避難計画等への活用方法について、情報の精度を踏まえつつ有識者等の意見を踏まえ検討

情報の改善

線状降水帯の雨域
を楕円で表示

令和３(2021)年
線状降水帯の発生を
お知らせする情報
(6/17提供開始)

令和４(2022)年～
広域で半日前
から予測

令和６(2024)年～
県単位で半日前

から予測
令和８(2026)年～
2～3時間前を目標に

発表

令和11(2029)年～
市町村単位で危険度の把
握が可能な危険度分布形
式の情報を半日前から提供

・線状降水帯による大雨の可能性をお伝え

今回の新たな運用

・線状降水帯の雨域を表示
令和５(2023)年～
最大30分程度早く

発表

1時間前3時間前3日前5日前1週間前

先行時間

12時間前

随時に発表
記録的短時間
大雨情報

顕著な大雨に
関する気象情報

指定河川洪水予報

（大雨・暴風等に関する）○○県気象情報
台風情報（進路・強度予報）

線状降水帯による大雨の可能性の
半日程度前からの呼びかけ

（R4年度から） 気象注意報・警報・特別警報

土砂災害警戒情報

最大30分程度早く
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顕著な大雨に関する気象情報の新運用におけるHP表示

気象庁HPの表示
• 「顕著な大雨に関する気象情報」の発表条件に達した地域を地図上で大まかに把握できるよう、
気象庁HPの「雨雲の動き」、「今後の雨」の地図上に赤楕円で表示する。

過去
【過去】過去画像を用いた解説を
行えるよう、過去画像には、それ
が「現在」であったときに表示して
いた楕円を表示。

現在 07:40
(初期時刻07:30)

大雨災害発生の危険度が急激に高まっ
ている線状降水帯の雨域（現在時刻
の解析）

大雨災害発生の危険度が急激に高まっ
ている線状降水帯の雨域（10～30分
先の解析）

 「顕著な大雨に関する気象情報」が発表されたとき、どの領域で発表条件を満たしているのか、ひと目で分かる表示とする。
 時間とともに消えてしまわないよう、表示期間の範囲内では、過去に遡って確認できるようにする。
 30分先までで発表基準を満たした地域を表示しており、線状降水帯の「継続」や「終了」を予測するものではない。
 解説しやすさのため、「現在」及び「過去」では、実況で解析された楕円のみ表示するボタンを新設

現在 07:40
初期時刻における実況を表示

判定結果（初期時刻07:30の場合）
07:45
初期時刻の10分後を表示

7:50
初期時刻の20分後を表示

08:00
初期時刻の30分後を表示

【現在】実況で解析された楕円を実線
で、10～30分先に解析された楕円も
すべて破線で表示。
計算に10分程度かかるため、初期時刻から約12分後に表示。

【10～30分先】各時刻の楕円を破線
で表示。



農林水産省 東海農政局

9



農林水産省
東海農政局

農地・農業利水施設を活用した流域の防災・減災の推進

農業用ダムの活用
○ 大雨が予想される際
にあらかじめ水位を下
げること等によって洪
水調節機能を発揮。
○ 降雨をダムに貯留し、
下流域の氾濫被害リス
クを低減。

事前に水位低下

大雨に
よる流入

各地区の状況に応じて、放流
水を地区内の調整池等に貯留

【施設の整備等】
○施設改修､堆砂対策､施設管理者への指導･助言等

排水施設等の活用
○ 農業用の用排水路や排水機場・樋門等は、市街
地や集落の湛水も防止・軽減。

【施設の整備等】
○老朽施設改修､ポンプ増設、降雨前の排水操作、
危機管理システムの整備等

排水機場と周辺の市街地 水路・クリーク

水田の活用（田んぼダム）

【施設の整備等】
○水田整備､田んぼダムの取組促進

○ 田んぼダム（落水口に流出量を抑制する板等を
設置し、水田に降った雨をゆっくりと排水）の取
組によって湛水被害リスクを低減。

ため池の活用

【施設の整備等】
○堤体補強､洪水吐改修､施設管理者への指導･助言等

○ 大雨が予想される際に
あらかじめ水位を下げる
ことによって洪水調節機
能を発揮。

○ 農業用水の貯留に影響
のない範囲で、洪水吐に
スリット（切り欠き）を
設けて貯水位を低下させ、
洪水調節容量を確保。

スリット設置の例

流出調整版設置の例

雲出川水系中村川・波瀬川・赤川流域水害対策協議会資料 流域治水への取組紹介１
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農林水産省
東海農政局雲出川水系中村川・波瀬川・赤川流域水害対策協議会資料 流域治水への取組紹介２

「田んぼダムの手引き」による普及推進

概要版

https://www.maff.go.jp/j/nousin/mizu/kurasi_agwater/attach/
pdf/ryuuiki_tisui-54.pdf

田んぼダムの手引き

11

https://www.maff.go.jp/j/nousin/mizu/kurasi_agwater/attach/pdf/ryuuiki_tisui-54.pdf


農林水産省
東海農政局

桃園西部デンジ草保存会（三重県津市牧町、川方町、新家町）

活動開始前の状況や課題 取組内容 取組の効果

【地区概要】※R3年度時点
・認定農用地面積30.6ha
（田29ha、畑1.6ha）

・資源量 水路 7.6km
農道 4.8km

・主な構成員 自治会(水利組合、
農家組合）土地改良区
子供会 等

・交付金 約2.5百万円（Ｒ２）
農地維持支払
資源向上支払（共同、長寿命化）

田んぼダムを行うにあたり、切り欠
きを入れた田んぼダム用のセキ板を排
水桝の通常の堰板のうえに追加して設
置することにより、通常の降雨時は従
来通り排水されるが、大雨時には時間
をかけてゆっくりと排水されることが
可能となった。

ももぞのせいぶ

○当組織は、平成20年より多面的機能支払交付金による取組を実施した津市牧町、川方町、
新家町で活動する組織である。

○本地域（組織）の特徴として、シダ植物としては特異な形を持つ希少植物のデンジ草が生
息しており、農家、子供会と連携して、デンジ草が生息している田の法面等の保護活動や、
有識者の方を呼んで「子供会デンジ草観察会」を開催し、子供たちにデンジ草のことをよ
り知ってもらうなど、将来にわたりデンジ草が絶えないように取り組みを行っている。

みえけんつしまきちょう、かわかたちょう、にのみちょう

激しい大雨が降った際には、田んぼに
降った雨水を貯留しながら時間をかけて
少しずつ排水することができ、排水路か
ら河川へ流れ込む水量の急激な上昇の軽
減に貢献している。
田んぼダムのセキ板には間伐材を利用

することにより、循環型の資源保全を目
指しながら、今後も活動を継続していく。

当地域は雲出川流域にあたり優良農
地が広がっているが、地盤の低いとこ
ろに位置し、近年の激しい大雨が降る
と近くの県道が浸水するような立地で
ある。
このことから、雨水を水田に一時的

に貯留し、一度に流れる水量を減らす
ことができる「田んぼダム」の取組を
平成２７年度から開始した。

そうほぞんかい

雲出川水系中村川・波瀬川・赤川流域水害対策協議会資料 流域治水への取組紹介３
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東海財務局 津財務事務所
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国有地を活用した雨水貯留浸透施設整備について
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東海財務局津財務事務所

⃝ 国有地のリストを全国的に提供
するとともに、浸水被害防止が困
難な河川（特定都市河川）の流域
において地方自治体（河川管理者
及び下水道管理者を除く）が整備
を行う場合に、国有財産の無償貸
付又は譲与できる制度を新設。

取組内容

 財務省は「国民の命と暮らしを守る安心と希望のための総合経済対策」（令和2年12月8日閣議決定）の一環として、
激甚化する水災害への対応を強化するため、まずは全国50箇所を目標に、国有地を活用した遊水地・貯留施設の整備
を推進。

財務省・財務局

地方公共団体・地方整備局
整備

貯留施設の例（横浜市緑区）

国有地の提供

【平常時】 【出水時】



三重県
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リアルタイム河川情報の提供及び河道掘削等の実施
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三重県県土整備部
 R3年度に策定した河川DX中期計画（2022～2026）に基づき、「危機管理型水位計」や「簡易型河川監視カメラ」の
設置を進め、河川の状況をパソコンやスマートフォンから情報提供することで、河川周辺住民の避難行動に繋げます。

 河川内に堆積する土砂等を撤去し、流域内の浸水被害を軽減します。

取組内容
⃝危機管理型水位計

河川水位の変化をリアルタイムで発信し、住民の避難時期の判断に活用
します。

危機管理型水位計

⃝簡易型河川監視カメラ
河川の増水の切迫性を伝えるため、静止画像をリアルタイムで発信し、

住民の早期避難を促進します。
簡易型河川監視カメラ

位置図

水位計等箇所図

波瀬川

赤川

中村川

赤川相互橋

県管理
区間

県管理
区間

【凡例】
危機管理型水位計
簡易型河川監視カメラ
通常水位計

⃝河道掘削及び樹木伐採
河川水の流下を阻害する堆積土砂及び樹木等を撤去し、流域内の浸水

被害の防止・軽減を図ります。

⃝施設の維持管理
出水による護岸

の崩壊を防止する
ため、老朽化した
護岸を修繕しまし
た。 赤川

【実施内容】
・令和2年度

樹木伐採
・令和3～4年度

堆積土砂撤去
・令和5年度予定

堆積土砂撤去中村川 中村川

【撤去前】 【撤去前】

【実施内容】
・令和3年度

水位計1基
・令和4年度

カメラ1基
・令和6年度予定

カメラ1基赤川相互橋赤川相互橋



森林整備
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三重県農林水産部

● 手入れ不足等により過密状態となった森林において、森林整備を実施することで樹木の生長や下層植生の繁茂を
促し、降雨等に伴う土壌流出を抑制します。

取組内容
位置図

赤川中村川 中村川

（撤去前） （撤去前）

赤川相互橋

流域名 R5予定

中村川流域 19.40ha

波瀬川流域 7.15ha

赤川流域 0.00ha

※写真はイメージです

施行前

施行後



津市
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ワンコイン浸水センサ実証実験

19

津市建設部河川排水推進室

⃝令和５年度
ワンコイン浸水センサ実証実験に参加し、雲出川中流部に１５個の浸水センサを設置し、面的に浸水範囲を把握する。
＜ワンコイン実証実験とは＞

近年、大雨による浸水被害や河川の氾濫が頻発しており、面的に浸水状況をいち早く把握し、迅速な災害対応を
行うことが重要となっている。センサを用いてリアルタイムに浸水状況を把握する仕組みの構築に向けて、民間
企業と国や自治体等の様々な関係者がセンサを設置し、センサの特性や情報共有の有効性等を検証する。

取組内容

 雲出川と波瀬川に囲まれる一志地域や赤川流域などにおいて、大雨時は排水不良による内水浸水と雲出川の無堤部から
の外水氾濫により、農地浸水、道路冠水、家屋浸水被害が発生する。

 浸水状況を把握するために、ワンコイン浸水センサ実証実験に参加し、浸水センサ15個の設置を行う。

雲出川

波瀬川

＜設置する浸水センサ＞

浸水センサにより、面的に浸水状況を把握する
赤川

浸水センサ
■ 浸水箇所

無堤部

5㎝

20
㎝

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　雲出川と波瀬川に囲まれる一志地域や赤川流域などにおいて、大雨時は排水不良による内水浸水と雲出川の無堤部からの外水氾濫により、農地浸水、道路冠水、家屋浸水被害が発生しています。河川の水位は国や県で観測しておりますが、堤防内側の浸水状況を面的に把握するために、国土交通省が行っているワンコイン浸水センサ実証実験に参加し、国から提供を受けた浸水センサ15個の設置を行います。　　浸水状況は、迅速な防災体制と内水浸水シミュレーション計算に活用していきます。



内水浸水リスクマネジメント推進事業

20

津市建設部河川排水推進室・危機管理部防災室

⃝令和５年度
内水浸水想定区域図の作成・公表

⃝令和６年度
内水ハザードマップの作成・公表

取組内容

 雲出川と波瀬川に囲まれる一志地域においては、大雨時は排水不良による内水浸水と雲出川無堤部からの外水氾濫によ
り浸水被害が発生する。

 内水浸水に係るリスク情報を住民に的確に伝達し適切な避難行動を促すために、内水浸水想定区域図と内水ハザード
マップを作成・公表する。

雲出川

波瀬川

一志地域

＜内水浸水想定区域図（例：久居地域）＞

＜内水ハザードマップ（例：久居地域）＞

写真①

写真②

＜写真② 其村地区集落から南側を望む＞

＜写真① 八太団地横を走る県道67号＞

内水浸水シミュレーションモデルを構築し、内水浸水想定
区域図を作成・公表する。

内水浸水想定区域図に、住民等に避難行動等に資する情報
を追加し、内水ハザードマップを作成・公表する。

道路面から約190㎝浸水

道路面から
約80㎝浸水

無堤部



農村地域防災減災事業「新池地区」

21

津市農林水産部農業基盤整備課

取組内容

 津市一志町八太地内の防災重点農業用ため池「新池」における耐震性点検照査は、上下流共に所定の安全性が確保でき
ていない結果であった。大規模地震が発生した時や想定を超える大雨時の際に堤防が決壊し多大な浸水被害を及ぼす恐
れがあることから、下流部の被害を未然に防ぐためにため池の整備を行う。

計画横断図 現況風景写真
・堤体全景

・池全景

集落

集落

新池

⃝概要
所在：津市一志町八太

堤高：9.6m
貯水量：９３千㎥
工種：堤体工

取水施設工
余水吐工

○令和４年度に津市が事業計画書を作成
令和６年度から三重県が着手予定
令和１０年度に完成予定



森林経営管理事業（森林整備）

22

津市農林水産部林業振興室

⃝波瀬川、赤川流域を含む一志地域に森林を所有する森林所有者
に対して、令和3年度に経営管理意向調査を実施した。

⃝意向調査結果に基づき、令和５年度から森林の現況調査及び境
界明確化に着手し、その結果に基づき経営管理権を取得し経営
管理権集積計画を策定していく。

⃝経営管理権集積計画は、締結から15年間、森林所有者に代わ
り津市が森林の経営管理（間伐や目視による巡視）を行う。

⃝当該地区における森林整備の着手は、最速で令和7年度になる。
⃝その後は、水源涵養などの機能を発揮させるために、経営管理
権集積計画を作成した森林の整備を継続して実施していく。

取組内容

 材積率で概ね３０％の間伐を実施している。
 被圧木などの劣勢木を中心に伐採し、伐採木は等高線上に並べて、土砂や流木の発生を抑制する措置を講じる。

整備前の森林 整備後の森林

伐採木を等高線上に並べる



雨水排水整備事業

23

津市建設部河川排水推進室・津市上下水道事業局下水道工務課

⃝令和５年度
内水浸水シミュレーションモデルを構築し、内水浸水想定区域図の作成を行う。

⃝令和6年度
浸水シミュレーション結果を踏まえて、雨水排水対策の基本・詳細設計を行う。

⃝令和７年度
関係機関との協議や工事開始準備を行う。

⃝令和８年度
雨水排水整備工事を開始

取組内容

 波瀬川流域排水区の浸水要因は、主要な水路の吐口が放流先である波瀬川の河底付近に位置していることから、波瀬川
の水位が高くなると自然排水が出来ず、内水による浸水被害が発生する。

 主要な水路の流下能力不足や周辺の地盤と比べ地盤高が低いことから、周辺の雨水が集中し内水浸水被害が発生する。

吐口① 吐口②

外水による浸水

内水による浸水

波瀬川

雲出川

主要な水路
（主に農業水路）

水路交差

N

無堤防区間からの浸水

＜波瀬川が満水状態＞

＜外水と内水により1m以上浸水している＞

平成２６年８月台風第11号
波瀬川３.４k付近

平成３０年9月台風第21号
時間雨量30～40㎜

一志町高野

＜水路から水が溢れ、道路との境が不明＞

平成２６年8月台風第11号
一志町其村



松阪市
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洪水ハザードマップの策定

25

松阪市

⃝三重県管理河川の中村川・赤川（水位周知河川外）にて、新たな
洪水浸水区域図が作成されたことから、洪水ハザードマップの策
定を行い、主に河川沿線に存在する住居や公共施設などを中心に
配布・周知を行う。

⃝洪水ハザードマップを活用することで、洪水の危険性を認識し、
避難や備蓄など防災対策を講じることができる。

取組内容

 避難のためのハザード情報の整備
 土地の水害リスク情報の充実

ハザードマップイメージ図

赤川流域浸水想定区域図（想定最大降雨）

防災部局と連携したマップの作成



松阪市立地適正化計画の策定
松阪市

⃝都市全体の観点から、居住機能や福祉・医療・商業等
の都市機能の立地、公共交通の充実に関する包括的な
マスタープランを作成（市町都市マスタープランの
「高度化版」）

⃝民間の都市機能への投資や居住を子押下的に誘導する
ための土俵づくり（多極ネットワーク型コンパクトシ
ティ）

取組内容

写真

位置図、イメージ図等

 松阪市立地適正化計画は、「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク」の考え方に基づき、公共交通のネットワーク
形成とあわせて、居住機能や医療、商業等のさまざまな都市機能を誘導することにより、持続可能な都市の実現を図る。

 今後、改正都市再生特別措置法に基づき、災害リスクの高い地域は居住誘導区域からの除外を原則としながらも、居住
誘導区域内の災害リスクに対しては、防災指針を定め、計画的に防災・減災対策に取り組んでいくものである。

↓写真や表には図名を必ず記載→

立地適正化制度のイメージ図
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松阪市立地適正化計画の策定
松阪市

取組内容

都市機能誘導区域・居住誘導区域

●都市機能誘導区域・居住誘導区域を設定し、都市機能（商業・医療施設等）、居住機能（住宅・
アパート等）を誘導していく区域を定める。

●区域設定においては災害等（土砂・津波等）の危険性の高い場所は除く。

●都市機能誘導区域
都市機能誘導区域の設定について、対象となる松阪駅周辺において駅から半径1,000m 以内

を基本とし、区域区分については、道路・河川などの地形地物を基本とする。

●居住誘導区域
都市計画区域を対象とし、生活利便性が確保され、生活サービス機能の持続的確保が可能な

市街化区域を基本とする。

立地適正化計画における防災指針の策定
●近年の自然災害の頻発・激甚化を踏まえ、今後「防災指針」の策定を予定。

●防災指針の策定項目
・立地適正化計画の対象とする地域の災害リスクの分析、災害リスクの高い地域の抽出。
・リスク分析を踏まえた居住誘導区域の設定や、既に設定している居住誘導区域の見直し。
・居住誘導区域における防災・減災対策の取組方針及び地区毎の課題に対応した対策の検討。

●都市機能誘導区域、居住誘導区域の防災性・安全性を高め、開発規制、立地誘導、居住移
転を促していく。

27



松阪市立地適正化計画の策定
松阪市

取組内容

都市機能誘導区域・居住誘導区域

■都市機能誘導区域（松阪駅周辺）

■居住誘導区域

28



県営ため池等整備計画事業

29

松阪市

⃝災害時に迅速かつ安全に避難するための資料として、防
災重点農業用ため池のハザードマップを作成し公表する。

⃝防災重点農業用ため池を有する自治会に、ため池提体の
崩壊による浸水区域を示したハザードマップを配布し、
被害の範囲について把握してもらう。

⃝市のホームページでも同様の情報を掲載し、人的被害防
止に向けた情報の提供を行う。

記載

取組内容

 平成25年度に市内の農業用ため池の一斉点検を行うと同時に防災重点ため池の位置づけを行い、ハザードマップを作
成した。平成30年7月豪雨で多くの農業用ため池に被害がでたため、新たな防災重点ため池の選定基準が制定され、令
和元年度に新たに追加されたため池のハザードマップを作成した。

自治会に配布

ため池ハザードマップの作成

ホームページに掲載



森林整備による流域治水対策

30

松阪市
 間伐等の適正な森林整備を実施することで、水源かん養機能の向上や土砂災害の防止に寄与する。

取組内容

⃝松阪市嬉野管内 4,750ha の森林の内、約5割が環境林。
⃝令和4年度は、中村川の流域（松阪市嬉野滝之川町、嬉野宮野町、嬉野森本町、
嬉野小原町地内）において、5.45ha の森林整備（間伐）を実施。

⃝長年、間伐が行われていない森林を対象として、所有者への意向調査を行い
ながら、今年度も継続して適正な森林整備を実施する。

⃝森林は、水源のかん養、土砂災害の防止、二酸化炭素の吸収による地球温暖
化の防止などの重要かつ多様な働きを持つ。

森林整備（間伐前） 森林整備（間伐後）

位置図

令和4年度森林整備箇所



防災啓発事業

31

松阪市

〇【地区防災計画策定支援】
取組内容

 松阪市防災ビジョンである「災害時の人的被害ゼロ」を目指し、ソフト対策：被害の軽減、早期復旧・復興のための対
策として防災啓発事業を展開する。特に、マイ・タイムライン（我が家の命を守る避難計画）は地区防災計画の策定と
連動し、自助・共助・公助がかみ合った防災対策を展開する。

〇【避難確保計画の策定促進】

各地区が抱える、災害リスクを理解し、住民自ら災
害対策を考える事を目的とし、地区防災計画策定支援
を進めている。

令和４年度においては、様々なテーマを設けWEB型
研修も取り入れ、感染症拡大防止に配慮し開催した。

月　日 時間 内容/講師

9:00～9:10 　開会式（あいさつ、趣旨説明）

9:10～10:30
　講演：『地区防災計画とは？』
　　　　三重大学大学院工学研究科　川口　淳　准教授

10:40～12:00
　講演：『災害時の避難所運営について』
　　　　三重大学大学院地域イノベーション学研究科　水木　千春　准教授

9:00～10:20
  講演：『避難のタイミングについて』
　　　　香川大学創造工学部　竹之内　健介　准教授

10:30～11:50
　講演：『避難行動要支援者の避難について』
　　　　三重県立看護大学　日比野　直子　准教授

5月15日（日）

5月29日（日）

国様式に基づき、独自の避難確保計画策定支援シー
トを作成し、簡易に計画策定ができるツールをホーム
ページに掲載するとともに、水防法、土砂災害防止法
に基づく要配慮者利用施設に対し作成を促す文書を発
送し、説明会を実施した。
未作成の事業所に対し、再度文書で提出を促したと

ころ、策定率が向上した。
今後は、未作成の事業所を訪問するなどし、策定率

100％を目指すとともに、避難訓練の実施状況を把握
し、指導・助言を行う。
［策定率］（令和５年１月３１日時点）
水防法 95％ 300/315（策定済／対象施設数）
土砂災害防止法 94％ 34/36（策定済／対象施設

数）

地区防災策定セミナープログラム

松阪市HPに掲載した避難確保計画策定支援ツール

地区防災策定セミナーの様子▶
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				月　日 ツキ ヒ		時間 ジカン		内容/講師 ナイヨウ コウシ

				５月９日（日） ガツ ニチ ニチ		9:00～9:10		　開会式（あいさつ、趣旨説明） カイカイシキ シュシ セツメイ

						9:10～10:30		　講演：『地区防災計画とは？』　
　　　　三重大学大学院工学研究科　川口　淳　准教授　　 コウエン チク ボウサイ ケイカク ミエ ダイガク ダイガクイン コウガクケンキュウカ カワグチ ジュン ジュンキョウジュ

						10:40～11:30		　地区防災計画事例発表・パネルディスカッション
　発表者　茅広江地区、宮前地区
　ファシリテーター　三重大学大学院工学研究科　川口　淳　准教授 チク ボウサイ ケイカク ジレイ ハッピョウ ハッピョウ シャ カヤ ヒロ エ チク ミヤマエ チク

				5月23日（日） ガツ ニチ ニチ		9:00～10:00		　情報提供：防災ワークショップの紹介
　　　　　　（DIG、HUG、クロスロードなど）
　　　　　　防災対策課職員 ジョウホウ テイキョウ ボウサイ ショウカイ ボウサイ タイサク カ ショクイン

						10:10～１１：３０		　講演：『地域防災力向上に向けた事例紹介』
　　　　兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科　阪本　真由美　准教授 コウエン チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ム ジレイ ショウカイ ヒョウゴ ケンリツ ダイガク ダイガクイン ゲンサイ フッコウ セイサク ケンキュウ カ サカモト マユミ ジュンキョウジュ

				6月6日（日） ガツ ニチ ニチ		9:00～9:50		　講演：『自然環境の変化と自然災害について』
　　　　津地方気象台 コウエン シゼン カンキョウ ヘンカ シゼン サイガイ ツ チホウ キショウダイ

						10:00～11:30		　講演：『避難行動について考える』
　　　　京都大学防災研究所気象・水害研究部門　竹之内　健介　特定准教授 コウエン ヒナン コウドウ カンガ キョウト ダイガク ボウサイ ケンキュウショ キショウ スイガイ ケンキュウ ブモン タケノウチ ケンスケ トクテイ ジュンキョウジュ

				6月20日（日） ガツ ニチ ニチ		9:00～10:30		　講演：『コロナ渦における避難、避難所運営について』
　　　　三重大学地域圏防災・減災研究センター　水木　千春　助教 コウエン ウズ ヒナン ヒナンショ ウンエイ

						10:40～11:30		　情報提供：松阪市避難所運営マニュアル（基本モデル）
　　　　　　避難行動要支援者への取り組みについて
　　　　　　防災対策課職員 ジョウホウ テイキョウ マツサカシ ヒナンショ ウンエイ キホン ヒナン コウドウ ヨウシエン シャ ト ク ボウサイ タイサク カ ショクイン
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				月　日 ツキ ヒ		時間 ジカン		内容/講師 ナイヨウ コウシ

				5月15日（日） ガツ ニチ ニチ		9:00～9:10		　開会式（あいさつ、趣旨説明） カイカイシキ シュシ セツメイ

						9:10～10:30		　講演：『地区防災計画とは？』　
　　　　三重大学大学院工学研究科　川口　淳　准教授　　 コウエン チク ボウサイ ケイカク ミエ ダイガク ダイガクイン コウガクケンキュウカ カワグチ ジュン ジュンキョウジュ

						10:40～12:00		　講演：『災害時の避難所運営について』
　　　　三重大学大学院地域イノベーション学研究科　水木　千春　准教授 ダイガクイン イン チイキ ガク ケンキュウカ ジュンキョウジュ

				5月29日（日） ガツ ニチ ニチ		9:00～10:20		  講演：『避難のタイミングについて』
　　　　香川大学創造工学部　竹之内　健介　准教授　 コウエン ヒナン カガワ ダイガク ソウゾウ コウガクブ タケノウチ ケンスケ ジュンキョウジュ

						10:30～11:50		　講演：『避難行動要支援者の避難について』
　　　　三重県立看護大学　日比野　直子　准教授　 コウエン ヒナン コウドウ ヨウ シエンシャ ヒナン ミエケンリツ カンゴ ダイガク









ｴﾝｼﾞﾝの分解整備点検写真 写真

中川西部排水機場維持管理事業
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松阪市

メンテナンス状況写真

⃝中川西部排水機場の日常的なメンテナンスや降雨時のポンプ運転管理に
ついて、365日管理ができるようメンテナンス会社で維持管理をしている。

⃝供用開始から３０年が経過するなかで、定期的に原動機などの分解整備
を行うとともに、経年劣化や健全度が低下してきた設備について、下水
道ストックマネジメント計画により、中川西部排水機場を含む、上下水
道部が管理するポンプ場を計画的に設備更新や修繕を進めている。

取組内容

位置図、イメージ図等

 平成５年４月に供用を開始し排水区域面積６９haの雨水を安定的に排除するため、中川西部排水機場の施設の維持管
理や機器設備の修繕を実施しています。

日常点検の状況 修繕予定の高圧受電設備

中川西部排水機場

原動機の分解整備の状況



内水ハザードマップ整備事業
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⃝浸水リスクの空白域解消に向け、整備されていなかった内水ハザードマップ
を整備・公表する必要がある。

⃝令和2年度より、内水浸水想定区域図の作成業務に着手し、雨水計画区域内
の既存水路等の測量調査を実施。

⃝さらに令和4年度に測量成果を基に浸水シミュレーションを実施し、内水浸
水想定区域図を作成した。引き続き、令和6年度に内水ハザードマップの作
成に着手する予定。

取組内容

 公共下水道雨水計画区域内において、令和2年度より内水浸水想定区域図を作成しており、令和6年度より内水ハザー
ドマップの作成に着手する予定。

既存水路等の測量調査 シミュレーションモデルの作成

内水浸水想定区域図（案）→


	各機関の取組状況・施策等紹介
	スライド番号 2
	中村川での河道整備の実施
	波瀬川及び雲出川での河道整備の実施
	雲出川での無堤部対策の実施
	スライド番号 6
	降水予測の精度を改善します ～数値予報モデルの改良、線状降水帯予測ｽｰﾊﾟｰｺﾝﾋﾟｭｰﾀの稼働～
	スライド番号 8
	 顕著な大雨に関する気象情報の新運用におけるHP表示
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	国有地を活用した雨水貯留浸透施設整備について
	スライド番号 16
	リアルタイム河川情報の提供及び河道掘削等の実施
	　森林整備
	スライド番号 19
	ワンコイン浸水センサ実証実験
	内水浸水リスクマネジメント推進事業
	農村地域防災減災事業「新池地区」
	森林経営管理事業（森林整備）
	雨水排水整備事業
	スライド番号 25
	洪水ハザードマップの策定
	松阪市立地適正化計画の策定
	松阪市立地適正化計画の策定
	松阪市立地適正化計画の策定
	県営ため池等整備計画事業
	森林整備による流域治水対策
	防災啓発事業
	中川西部排水機場維持管理事業　
	内水ハザードマップ整備事業

